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（通巻第１３８９号）

第105号指導資料 算数・数学
－小 中学校盲･聾･養護学校対象－, ,
平成１４年１０月発行鹿児島県総合教育センター

基礎･基本の定着を図る算数･数学科の学習指導と評価

基礎・基本とは，学習指導要領の示す目標

及び内容の総体である。これらの定着を図る

ためには，児童生徒の学習状況を適切に評価

し指導に生かすことが重要である。

そこで，本稿では指導と評価の一体化によ

り基礎･基本の定着を図る学習指導の在り方

について述べる。

１ 評価の基本的な考え方

( ) 評価の機能と役割1

評価においては，身に付けた結果の知

識の量だけを評価するのではなく，学ぶ

過程で発揮された児童生徒のよい点や可

能性，進歩の状況等も参考にしながら，

思考力や判断力など学ぼうとする意欲，

を積極的に評価しなければならない。

そのためには，学力をいくつかの側面

から分析，構造化してとらえ，多面的に

評価しようとする観点別学習状況の評価

が重要である。これまでも，この評価が

取り入れられてきたが，十分には活用さ

れていなかった。そこで，評価を学習指

導の改善に生かすといった評価機能を再

認識して，目標に準拠した評価を進めな

ければならない。

( ) 評価規準の作成2

学習指導要領に示された目標に照らし

て，児童生徒の学習の到達度を客観的に

評価するためのよりどころとなるものさ

しが評価規準である。各学校では，学習

指導要領に示された目標及び内容を観点

別に分析し，「おおむね満足できる」状

況が児童生徒の姿でみえるような学校独

自の具体的な評価規準を作成する必要が

ある。その際，国立教育政策研究所等で

作成された評価規準を参考として活用す

ることも考えられる。

( ) 指導と評価の一体化3

指導目標を達成させるためには，一般

的に評価規準を基に，どの場面で，どの

ような方法で評価し，指導に生かしてい

くかなどを配慮して指導計画を立てる。

その具体的な評価方法としては，教科の

容，発達段階，評価特性や学習活動の内

ペーパーテストのほの観点などによって，

か，観察，面接，質問紙，作品，ノート，

レポート等を用いることが考えられる。

また，自己評価や相互評価等，児童生徒

による評価も取り入れ，工夫することも

大事である。評価の場として，一単位時
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間では，すべての観点を評価するのでな

く，ねらいに即して重点化を図り，評価

が指導に生かされるようにする。ここで，

「おおむね満足できる」状況でない場合

の手だてや，「おおむね満足できる」状

況にある生徒への具体的な方策もあらか

じめ考えておく必要がある。

学習の評価によって教師の指導を改善

し，児童生徒の学習状況を改善すること

は重要である。基礎・基本の定着を図る

ために，「その時，その場で，必要なこ

と」を指導したり，支援したりするとと

もに，定着が不十分な場合には，更なる

指導の改善を図ることが大切である。

２ 算数・数学科における評価規準作成上の

留意点

当たっては，算数･評価規準を作成するに

数学では指導すべき内容が規定されている

ので，指導の過程でどのような資質や能力

を育成するべきかを再認識し，知識偏重に

陥らないように能力等の分析を行うことが

重要である。

領域においては，そこでの内容や方法に

かかわって児童生徒に身に付けてほしい「関

数の考えを意欲的に具体的な問題の解決に

や活用するなど『数学への関心･意欲･態度』」

「事象を数理的にとらえ，見通しをもち論

理的に考察するなど『数学的な見方や考え

方』」 「数量の関係をグラフや二元一次,

理したりするなど『数学的な方程式で表し処

「一次関数の意味，変化の表現･処理』」,

割合とグラフの特徴の理解など『数量，図

形などについての知識･理解』」にかかわ

る資質や能力を挙げることができる。それ

らを，各観点の評価規準に含めて，評価を

進めていくようにしたい。

単元ごとなどに具体的な評価規準を作成

する際には，４観点について，バランスよ

く評価できるようにすることが大切である。

なお,単元の内容や学習方法の特性を踏ま

４観点の一部を特に重視するという場え，

合もある。

３ 指導と評価の計画

評価計画は，単元全体で，あるいは年間

を見据えたものにする。

まず単元の指導目標を基に単元の評価規

準を作成する。これを基に学習活動におけ

る具体的な評価規準を作成し，単元におけ

る指導と評価の計画を立てる。

単元の中で評価を進める際には，次のよ

うな点に留意する必要がある。

ア 一単位時間の授業では，評価項目を焦

点化し，重点評価項目を設定する。

イ 温かく共感的に児童生徒の学習状況を

理解する。

ウ 学習過程の評価と学習結果の評価をす

る。

エ 必要に応じて，少しずつ記録をとる。

授業中「座席表」等を用意して，学習状

況の簡単なメモを記入していくなどの工

夫がある。

評価を記録する補助簿も必要であるが，

観点別の評価については単なる蓄積のみに

終わらず指導に生かす工夫をすることが大

切である。
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の計画の例次に，単元における指導と評価

を述べる。

(1) 単元における指導と評価の計画の例

中学校第２学年で学習する単元「一

次関数」(全18時間)の例を述べる。

単元の指導目標

具体的な事象の中から二つの数量を取

り出し，それらの変化や対応を調べるこ

とを通して，一次関数について理解する

とともに，関数関係を見いだし表現し考

察する能力を養う。

›

単元の評価規準（指導目標を基に作成）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方

①具体的な事象の中から二つ ②具体的な事象の中にあ
の数量を取り出し，変化や る変化や対応について

， の見方や考え方を深め対応を調べることを通して
関数関係を見いだし表現し る。事象を数理的にと
考察しようとする。関数の らえ，見通しをもち論
考えを意欲的に具体的な問 理的に考察することが
題の解決に活用しようとす できる。
る。

数学的な表現・処理 数量，図形などについ
ての知識・理解

③数量の関係をグラフや二元 ④一次関数の意味，変化
の割合とグラフの特徴，一次方程式で表し処理した

り，関数関係を的確に表現 問題解決への利用の仕
したりするなどして，問題 方を理解している。
の解決に一次関数を利用す
ることができる。

›

指導と評価の計画の具体例
(○：おおむね満足できる状況にある生徒への方策)
(△：おおむね満足できる状況にない生徒への手だて)

評価方法重点評価項目
時 評価を指導に(具体的評価規準)

間 学習活動 生かす方策関･ 表 知考

・ ・ 手だて意･ え

態 処 理方

①
・身の回り 【関意態】 行動観察
のいろいろ 二つの数量 発表・挙手
な事象の中 の関係に ワークシート第 関
から一次関 心をもち，
数について 観察，実験 △ これまでの学１
考える。 などを通し 習場面や日常生

て一次関数 活の中の関連の時
について調 ある具体的な例
べようとす を提示する。
る。

・いくつか ノート③
の例題によ 【表・処】 ワークシート第
りｙをｘで 一次関数の 発表
表し，一次 関係を式で 自己評価２
関数である 表すことが △ 表を利用させ
ことを確認 できる。 視覚的におさえ時
する。 させる。

ノート②
・一次関数 【考え方】 観察
の値の変化 二つの数量 自己評価
について考 ○ さらに様々なを取り出し，
える。 それらの間 二つの数量を取

の変化や対 り出し考えさせ

応の関係に る。
着目して調
べ考察し， △ 具体的に表で第
一次関数に 確認しながら，
よってとら 変化の様子につ３
えられるも いて考えたこと
のがあるこ を書かせる。一時
とに気付く 次関数の意味を

確認しながら助④
【知・理】 言する。
関数や関数
関係，一次
関数の意味
していを解
る。

観察法③
・一次関数 【表・処】 ノート
のグラフを 一次関数の ワークシート第
かく。 関係を表， ○ 変域等も考え

式，グラフ ながら，様々な４
などで表現 グラフを考えさ
したりよみ せる。時
とったりす △ 傾き，切片を
ることがで 確認させながら
きる。 かかせる。さら

に表から点をと
らせる方法も指
導する。
発表①

・一次関数 【関意態】 ノート
を求める。 一次関数に ワークシート

自己評価関心をもち，
表，式，グ ○ 様々な値が与第
ラフなどを えられた場合の
用いて，そ 一次関数を考え５
の特徴を調 る。文章題の問
べようとす 題などにも挑戦時
る。 させる。
④

【知・理】 △ 具体的にグラ
変化の様子 フとの関係をお
やグラフの さえながら視覚
形， 的にとらえさせ

る。文字の扱いｙ＝ａｘ＋ｂ

が苦手な生徒ものａ，ｂの意
いるので式のお味，変化の

割合の意味 も配慮しき方等に
など一次関 ていく。
数の特徴を
理解してい
。る
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４ 評価方法の工夫例

評価を適切に行っていくためには，いろ

いろな方法を組み合わせて工夫していく必

要がある。例えば「数学的な見方や考え,

方」や「関心･意欲･態度」については，問

題解決の過程を観察したり，自己評価など

を利用したりする方法も行う。

( ) 自己評価の工夫例1

各単元の終了時に，これまでの学習を

振り返り，評価規準に基づいて自己評価

を実施することも考えられる。この際に，

児童生徒に分かりやすい言葉で，４観点

が自己評価できるようにすることが大切

である。自己の進歩の状況が確認でき，

反省したり，次の単元の学習への意欲付

けにもつながる。次に，中学校第２学年

「連立方程式」の自己評価の例を示す。

次のそれぞれの項目について，【 ４よい

３ややよい ２あと少し １もっと努力を 】

で自己評価しなさい。

観 点 項 目 評 単元テスト
価 問題番号 結果

分からないところは積

極的に質問し，解決しま

したか。

連立二元一次方程式に

関 心 関心をもち，自分なりの
意 欲 方法で解を求めようとし

態 度 ましたか。

ノートはきちんととり

ましたか。

予習・復習に励みまし
たか。

連立二元一次方程式の

２－( )解き方の手順を理解する 3
見 方 ことができる。

連立方程式を用いた求考え方

１－( )め方とその解が適切かど 2
うか考えられる。

【この単元を終えての感想・意見】

自己評価を利用する場合，児童生徒が

十分な評価能力をもっているとはいえな

いので次の３点を考慮する必要がある。

① 児童生徒の声を反映させるには，発

達段階に応じて文章記述を求める。

② 教師による評価を併用し，それらの

評価結果とのずれについて話し合う。

③ 自己評価後に単元テストの結果と比

較し，児童生徒の評価能力に問題はな

いかなどについても検討する。

( ) テスト問題の工夫例2

授業での学習内容が適正に評価できる

問題を作成することが重要である。

テストを本来のねらいどおりに生かす

ために次の３点に留意する必要がある。

① 目標に準拠したテスト問題かどうか

という視点で確認する。

② 指導と評価の計画を基に，評価規準

に照らし，個々のテスト問題がどの観

点の評価に相当するのかを意識してテ

ストを構成する。

③ 創意・工夫を凝らしたテスト問題を

作成する。例えば，

問題 連立方程式 ３ｘ－２ｙ＝４ を解け。
ｘ＋３ｙ＝５

だけではなく，次のような問題で解の

意味理解をしているか問う方法がある。

問題 連立方程式 ３ｘ－２ｙ＝４ を解くと，

ｘ＝２，ｙ＝１となった。 の式を求めよ。

このような日々の教育活動の積み重ねが大

切であり，指導との一体化を図る評価活動が

日常的に行われる必要がある。

（第一研修室）


